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アメリカにおける
5才児教育の保育・指導内容を考える〔2〕
“A　　Gui（le　for　the　Education　of
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を中心にFive・Year－Ol（l　Children　in　Texas”
中谷陽子
　1970年以降，Texas州において行われている5才児教育1〉に関して，前報2）
では，5才児の特色および教育内容を紹介した。引き続き本報告では，保育
の具体的内容としての日課，園舎，教材および環境などをとりあげ，以下に
その紹介をする：
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§　5才児の一日
　各地域の地方委員会は，現在の学校運営を補足するための組織づくりに努
力すべきであるが，そのうち，5才児教育においては特に次のような事がら
に考慮が払われる必要がある。
　　・一日の保育時間
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・クラスの規模
・その他組織づくりのうえで必要な事がらの決定（例えば，送迎間題の
解決）
終日保育・半日保育において，教育的な保育活動は3時間を越えてはなら
ない。
クラスの規模
　ひとクラス30名までの保育が認められているが，理想的な比率としては，
保育者：幼児が1：20である。この比率が小さければ，1日の保育時間のど
こかで，保育者と幼児の1対1の関わりあいが可能になってくる・
　この個々の触れあいを通じて，各幼児に適した保育方法や保育内容を保育
プログラムの中に盛りこみ，個性にあわせた指導を実現することができる。
　幼児教育の専門委員会は，障害児保育にとっては，特に少人数のクラス編
成が望ましいとしている。
付帯的な保育機関の仕事
　5才児保育の付帯的仕事は，終日保育あるいは放課後保育の形で，学校理
事会によって運営されるものである。つまり，家庭の送迎がうけられない子
どもに対しては，便宜を取り計らわなければならない。
　計画された教育プログラム以外の部分で，子ども達の世話や保護のために
何日間かをとらなければならない。助手・母親・ボランティアーなどの人々
は，保育の場では，保育補助者として参加することができる。また保育時間
を終えた子ども達を世話するための人として，地域の，あるいは個人的な組
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織に紹介することもできる。
日課（デイリースケジュール）
保育活動の枠組みとして，日案が必要である。日案は次のような特性を備
えているべきである：
　　・柔軟性のある
　　・形式的でなく
　　・調和のとれた
　　・大まかな時間帯の割りふりをもった
　　・動一静の活動のバランスのある
　　・活動的で教育的な経験の変化ある組みあわせを考え，種々の能力差の
　　ある幼児に適している
　　・探究・工作・工夫・質問・簡単な課題解決など，幼児が自由に取り組
　　みができる
デイリースケジュールの試案
　次に示すのは，幼児の日案の一例である。日案に掲げられる活動は，幼児
の居住する地域の特色によってちがってくる。
登園・あいさつ・自由時間
・幼児が登園すると，保育者が名前を呼んで軽い挨拶をする
・幼児の健康状態・病気の徴候の有無を知るために観察が行われる
・幼児は，自分で選ぶ自由あそび（積木・ビーズあそび・クレヨン描画
　など）に参加する
はじまり　（Opening　Ceremony）
・欠席していた幼児を迎えいれる
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・はじまりの歌（Opening　Song）
・誕生日にあたる幼児の有無
きょうの計画（PlanningTime）
・その日の計画について短時間の話しあい
・毎日の日課に変更がある際には，その説明をする
学習時間（Study　Time）
・グループや個人活動の時間で，学習内容は次の分野から引き出してくる
　　　言語科学・社会・数学・科学・健康と安全・栄養と食物など一。
　学習経験に対するアイディアを，具体的・直接的な経験から発展させる
　のがよい。
・学習経験は，会話・グループ討議・物語・劇化・詩や話の自作などに子
　ども達が参加することによって蓄積されていくのが望ましく，単にきま
　った課題を教えられるのではない。
屋外活動（Outdoor　Activity）
・幼児が自分で選び，計画した屋外の遊び
・各々の幼児は，他の子どもやグループから，離れて，独立あそびをする
　のもよい
基本的生活習慣（Routine）
（手洗い・トイレ・食事・休息）
・おやつの時問には，ジュース・果物・ミルクのひとつを選ぶ
・休息の時には，10～15分横にさせる。幼児は刺激されやすく，疲れやす
　いので，緊張をとくために休息時間は必要で，楽しいものであって罰な
　どのないような心配りが大切
芸術的活動（Art　Activity）
・この時間には，幼児がひとりであるいは仲間と一緒に，積木・アクセサ
　リー・絵の具・クレヨン・はさみ・のり・色画用紙・フィンガーペイン
　ト・パズルなどを自分達で選んで遊ぶ
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音楽とリズム　（Music　and　Rhythm　Time）
などがあり，ここでは歌うこと，聴くこと，自由な体の動きを楽しむこ
　とが強調され，上手にできるか否かは問題ではない。
物語の時聞（Story　Time）
・この時問には幼児を半月型に坐らせる。
それは：保育者が本を読んだり話をしたり
　　　子どもに物語を読ませたり
　　　　パペット（人形）や道具を使って物語をしたり
　するのに都合がよいからである。
評価（Evaluation）
・保育者は，幼児と一日を振り返ることが大切である。
・それによって子どもは，一日の保育の充実感をもって帰宅することがで
　きる。
・保育者にとっては，翌日の計画をたてるうえで助けになる。
解散（降園）（Dismissal）
・保育者は，幼児ひとりずつに別れの挨拶を言うことが大切
・必ず確認しなければならないことは，親かその代理人が迎えに来たか，
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スクールバスに乗ったかの点である。
§　建物と諸設備
　幼稚園の環境は十分に吟昧して，魅力あるもので，その上子どもを目ざす
活動へ導くことのできるもの，また運動も十分にできて，子どもの探求心や
創造性，物事の解決の機会を与え得るようなものでなければならない。
　特に部屋の設置に関しては，その空間・設備・道具などに十分な考慮を払
うことが重要な課題となる。
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利用可能な床面積 （Available　Floor　Space）
　教育的目的にかなう部屋の機能的効果を担うものは空間（space）である。
バスルーム（手洗い）やクロークルームを除いて，子どもひとりあたり40～
45ft2（3。6～4．0㎡）の空間が，5才児にとって最も望まれる広さである。
　柔軟性のある，指導のしやすい部屋としては，次の条件を備えた広いひと
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部屋である：
　・子どもと保育者に最も便利に整備されている
　・活動に広い面積を用意するために，用具の保管場所を広く設ける
　・十分な身体運動が出来るような広い場所
　・個人の持ち物を工合よく置く場所がある
床面積の利用
　種々な学習センター（leaming　centers〉を設置するにあたり，それぞれ
の目的にかなった設備のある部屋を用意するが，それは次のような理由によ
る：
　・部屋全体のあちらこちらに設けられた学習センターに十分に分散して参
　　加できる
　・子ども達が最も頻煩に利用する施設は，1か所にする
　・水・のり・絵の具などを使う学習活動は用具の洗1條を容易にするため，
　　手洗所に近いところに設置する
　・静かな学習の場は，主な通路から離して設置する
　・子ども達が教材を使うか否かは，自由にさせるのが望ましい
　・必要に応じて部屋の空間を仕切る手軽なカーテンがあると機能的である
　・部屋に近接して，水飲み場やトイレを設ける
トイレの設備
　トイレは小学1年生（注：米国のキンダーガーデンは公立小学校に併設されている
ことが多い）用とは離して，就学前幼児に使いやすいようにすべきである。
諸設備は次のようである：
　・低いトイレと洗面所
　・いつでも石鹸・ペーパータオル・ティッシューがあること
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圏（Ventilati・nandLighting）
部屋は子ども達が快適に，素早く，正確に学習したり遊んだりできるよう
に，よく物の見える採光と適温に心がけるべきで，次の点に注意すること：
　・十分な換気と快適な温度
　・なるべく自然光を取り入れるように，いす・机・画架の配置を工夫する
機能的な出入口 （Accessibility　to　Exits）
　部屋は一階であるべきで，各部屋専用の出入口が必要である。それによっ
て火災や階段使用上の安全が保たれるし，ホールの通りぬけも少なくてすむ。
子ども達を快適にするために次の点に注意すること：
　・各部屋専用の出入口
　・戸外運動場への出口
　・階段への低い手すり
学習センターの一例
次の図は，子どもたちの学習の場の環境，設備，教材，備品たどを配置
して示した例で，一般的な教室を“学習センター（learning　center）”と
して配置して使う際の計画例であって，設計図ではない。
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§　室内の設備
設備を購入する際は，部屋の大きさと形を考慮に入れなければならない。
また家具は使い心地よく，丈夫なものでなければならない。
・子ども用いす
・・机（50～60cmの高さ，図書・科学展示用の机も含む〉
・大人用いす（来客用で数人分）
・教師用の机といす（必要なら）
・ゆりいす
・ごみばこ
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・備えつけの棚と開架式収納棚
●ロッカーかコート1掛け
・備えつけの流しと台（紙タオルとホルダー）
・ついたて（部屋の仕切りや掲示板にも使える移動可能なもの）
・黒板とチョーク，黒板消し
・傾斜面のついた書棚
・時計
・飲用噴水せん
・照明調節器
・トイレ設備
・レコードや写真の収納ケース
・教師用ロッカーまたは室内で便利に設けられた戸棚
・救急用具
・大小の敷物をひいた場所
　　　　　　些
§　教材
　プログラムを組む際には，様々な教材を用意して興昧のあるしかも意味深
い経験をさせ，領域ごとの目的を達成するようにとり計らうことが必要であ
　　　　　　　　　　　　　　一146一
る。
囲（Sci㎝ce）
　この領域では，建設的で精巧な教材が与えられることで，子ども達の知識
はより深まりと進歩を見せる。
　教材には次のようなものがある：
・科学図鑑
・磁石（U字状と棒状）
・養魚槽
・スポンジ
・ホットプレート
・陸棲動物飼育箱
・じょうろ
・植物
・物指し，錠
・滑車
・プラスチック皿
・拾集箱やびん
・音叉
・方位針
・鏡
・時計
・ストロー
・ペット飼育箱
・6種の単純機械（てこ，ねじなど）
・蛾飼育器
・昆虫飼育器
・恒温槽
・ゴムホース
・万華鏡
・虫めがね
・プリズム
・計量カップとスプーン
・泡だて器
・手鍋
・木のしゃもじ
・電池
・室内外寒暖計
・気圧計
・針金
・ブザー・ベル・スイッチ
・種・球根・プランター
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唾三ヨ（H・m・m・ki・g）
子ど＿聞，，．もの色ド．…，輿暫
てあそびにとりいれる。例えば，“お家ごっこ”
“おとうさん，おかあさんごっこ”ヲ“先生ご　　　　　　酬挙咤
っこ”など。これらのあそびに必要な設備や
道具は，地域にあわせて備えることができるが，子ども達の想像をたかめる
ためには，豊富な教材を整えることが大切である。次にあげる項目は，家庭
センター用に望ましいものである：
・多種類の丈夫な人形と
洗濯可能の人形衣服
・乳母車
・乳児用浴槽
・人形ベツド
・たんす
・食器戸棚
・いすと小机
・ままごと
・料理用具
・姿見
・おもちゃのお金
・金銭レジスター
・宝石
・銀食器
・冷蔵庫
・ストーブ
・流し台
・洗濯板
・アイロンと台
・電話
・ゆりいす
・ほうき・モップ・ちりとり
●エフロン
・盛装用洋服と洋服掛け
・旅行かばん
・医者や看護婦の道具
手作業のための教材 （Manipulative　Materials）
筋肉運動の巧緻性の発達を促すための活動が用意される。遊び場の備品は
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次のようである：
　・工事現場で使う諸道具
　・ボール
　・絵あわせトランプ
　・難度別のパズル
　・指人形
　・ビーズ
　・棒さし
　・ドミノ
　・組たて積木
　・ねじ巻き時計
　・幾何模型
　・物さし・計量器具
　・船
　・コルク
　・積木とねじ
　・数え盤
　・組み箱
　・ビーズとひも
・模様積木
・お手玉
・多色のフランネル板
・砂場
・砂あそびの道具
・おもちゃのお金
・連結あそびの汽車
・金銭レジスター
・ひも結び練習用靴
・ボルトとナット
・スポンジ
・じょうご
・コツプ（金属）
・ビニールエプロン
・編み物用の枠
団（W・・dC・nstructi・n）
　監督者がついていれば，簡単な道具を用い
ての木工作は，目と手の協応動作を発達させ，
力のいれ方の調整を教える。道具には次のようなものがあげられる：
・木工台（万力のっいた）
・横びきのこぎり（小型）
・いとのこぎり
　・ドライバー
　・紙やすり
　・釘
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・かなずち
・かすがい
・ペンチ
・ものさし
・木片
・万力
匡囹（A・t）
・鋲
・釘箱
・ねじ
・丁定規
・道具箱
寧雛鍔
　子ども達は，絵の具やクレヨン，フィンガーペインティングや粘土遊びを
通して，自分達の感覚を表現する。絵を描くことで，調和や色の認識，創造
のよろこびを学ぶことができる。教材としては次のものがあげられる：
　・絵の具置き付きの両面画架
　・紙（並の新聞印刷用紙・フィンガーペイント用紙・描画用マニラ紙・色
　画用紙・茶の包装紙・厚紙・壁紙・ちりめん紙・紙袋）
　・クレヨン（8色）
　・えのぐ（水彩えのぐ・フィンガーペイント）
　・のり
　・粘土
　・はさみ　　　　　　　　　・セロハンテープ
　・えのぐ　　　　　　　　　　・書類とじ器
　・チョーク　　　　　　　　・廃品
　・スポンジ　　　　　　　　　・細工用粘土
　・物さし　　　　　　　　・スモックや古シャツ
積木と構成あそび （Block　and　Block　Building）
積木や板，その他補助的小物を使った構成あそびは，子どもの目を周囲に
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むけさせ，アイディアを働かせるのに役立つ。子どもは，それによって自分
の家や幼稚園，近所のことを学ぶことができる。
　教材：
　・大型箱積木
　・種々な形の床積木　　　　　　　　　　　　　，　　　　　一
　・構成積木　　　　　　　　　　　　　　一
　・積木運搬車　　　　　　　　　　　　　　　　　1　ノ川1♪、）1
　ネ甫且力白勺ノ」・生勿
　・動物　　木製・ゴム製・プラスチック製
　・人間　　木製・ゴム製・プラスチック製
　・乗物　　ボート・汽車・トラック・トラクター・飛行機・バス・車・手
　　　　　押車
　・金銭レジスター　　　　　　・缶
　・計量器　　　　　　　　　　・ロープと滑車
　・電話　　　　　　　　　　　・郵送用紙筒
　・かご　　　　　　　　　　・くだもの篭
　・箱類
音楽とリズム （Music　and　Rhythums）
　子ども達は，形にとらわれず自由に歌ったり，音楽を聴いたり，音楽にあ
わせてリズミカルに体を動かしたりする機会が必要である。さらに，簡単な
楽器を使って音を出す経験も大切である。次の教材が適当と思われる：
　・ピァノといす
　・歌とリズムの本
　・たいこ（手拍子用）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘
・レコードプレーヤーと台　欝一ノ
　・レコード（園児18～22名あたり25～30枚）
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　・テープレコーダー
　・リズム楽器（ドラム・マラカス・タンバリン・リズム棒・ラッパ・鈴・
　　　　　　　カスタネット・シンバル・トライアングル・オートハープ
　　　　　　　　シロホン・サンドブロックス）
　●トーンフ“ロック
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
子ども達の年令や発達段階，興味にあわせて，魅力ある多種類の本を備え
るべきである。蔵書ならびにその他の必要な備品は，次の通りである：
　・快適な机といす　　　　　　・掲示板
　・書架と閲覧台　　　　　　　・テープレコーダー
　・図鑑　　　　　　　　　　　　・レコードプレーヤー
　・フランネル板　　　　　　　・童話や詩や歌のレコードやテープ類
　・童話や絵本　　　　　　　　・フィルムと映写機
　・詩の本や幼稚園歌集　　　　・集音器
　・指人形
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§　屋外の施設と設備
　5才児にとっては，園舎内と同じように，屋外の活動域もまた非常に大切
なものである。屋外のあそび場は，園舎になるべく近いことが望ましいが，子
ども達がはしゃいで遊んでも，屋内の他の子ども達の邪魔にならないように
配置されなければならない。
　次にあげる項目は，屋外活動域の条件を示すものである：
　・年長の児童（注：米国では，公立キンダーガーデンは小学校に併設される例が多い）
　　とは別の屋外あそび場を設けるか，別の時間帯に利用すること
　・幼児ひとりあたり100ft2（9㎡）の広さが必要である
　・フェンスや生け垣を設けて，年長の児童の侵入を防ぎ，設備を保護し，
　　さらに近所の交通から安全に守ること
　・グラウンドの4分の1は，地面を硬く舗装することによって，子ども達
　　は筋肉の粗大運動を車つきの大型道具を使いながら楽しみ，また泥で衣
　　服が汚れることもない
　・登り遊具の周囲の地面は，飛び降りても安全であるように整備されてい
　　ること
　・5才児が1年中屋外あそびができるようにされていること
　・あそび場は，水はけがよく，日当りも十分であり，一方では日陰の場所
　　も必要である。もし木立がない場合は，日よけを作ること
　・いくつかの斜面や築山が必要である
　・あそび場にはカバーのできる大きい砂場や水飲場を設け，また穴ほりを
　　したり草花を植える場所も必要である
　・三輪車や中空ブロックなど屋外あそびの遊具の保管場所が必要で，その
　　管理は子ども達自身でもできるようにすべきである。大型遊具もゆっく
　　り配置できる広さと，小さい遊具をきちんと並べる棚のある物置きがよ
　　い
　屋外設備は，丈夫で，長年耐えられるものでなければならない。想像性に
富む遊具は，一般には業者から購入できるが，また一方で子ども達の住む地
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域の特性を生かした遊具も，それぞれの幼稚園で工夫できる。
　すべり台や登り遊具などは，固定された造りにすべきで，各種のボードや
馬のり台，たるなどは，移動できるのがよい。
　5才児には，走る・跳ぶ・ころがる・登る・おす・引く・曲げる・引きあ
げるなどの動きを経験させるための，変化に富んだ屋外活動の遊具（設備）が
必要である。子ども達はのびのびと造ったり，想像したりして遊ぶ体験が必
要である。また創造をこらして作る屋外活動の設備も，そのほとんどはさほ
ど費用をかけずに作ることができる。次にあげるものはその例である：
　・ジャングルジムまたは他の登り遊具
　・車つき玩具（三輪車・小型自転車・ペダルカー）
　・たる・空の釘だる・その他くぐりぬけのできるもの
　・足場くさびのある板
　・木びき台（馬乗り台）
　・中空のブロック
　・砂場や花壇のための用具
　・タイヤ
　・縄とびロープ
　・大型の木製トラックや車類
　・平行棒
　・荷造り用空箱
　・ローフ
　・水あそび遊具
　・平均台
おわりに
　本報告では，アメリカ，テキサス州における5才児教育の具体的保育内容
について，公的に示された方針を紹介したわけだが，全体に非常に細部にわ
たって保育場面の具体像を表現しているのが特色である。そして日本の文部
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省の示す幼稚園教育要領と比較して，そのあたりが異なる点ともいえよう。
両者の特色の比較は次の報告に詳述する予定でいる。
　テキサス州教育庁が4才児教育に示す指導書は，報告〔1〕，〔2〕で紹介し
た通りであるが，実際の保育現状においていかに利用されているかというと，
いわゆる5才児のためのキンダーガーデンは公教育施設にのみ併設されてお
り，私立教育施設は，それより幼い子どものためのナーサリースクールに延
長の型で設けられているため，プログラムのすすめ方や設備の点で，5才児
専用教育とは異なる場合が多い。
　教育庁の示す指導書は公・私両教育に出されているが，公教育の場がより
強くその指針に沿っているのが現状といえよう。私立教育機関は，5才児も
またそれより幼ない子どもの保育も，この指針にもとづいて保育をすすめて
いると教育庁では説明しているが，それぞれの私立教育機関の持つ特性が強
く保育内容にも反映されてくるところに，公・私両教育の相違が明らかにな
ってくると考えられる。
　また，本報告にも引き続き報告した保育の方法および設備のうえでも特色
ある“学習センター（learning　center）”は，アメリカでは就学前教育のみ
ならず，小学校においても用いられている教育方法のひとつである。
　本文中の図を見るとよくわかるように，様々な学習活動を独立して行える
ように区別した配置がなされているが，その目的は，子ども達が自分で自分
の活動を選び，その方向づけをし，あるいは自分なりのペースで責任もって
その仕事をしていくというやり方を通じて，新しい学習や創造，または，す
でに学んだことの強化や再認識を体験していくことにあると思われる。“学
習センター”での子ども達の活動は，個人で進められる場合もまたグループ
を作って行われる場合もあるが，保育室で同時にいくつもの場面が展開され
るので，保育者の全体を把握し指導する能力が問われるのは当然のことであ
る。
　今後の保育・教育は“Individualizing（personalizing）instruction”と
いうことばで表現されるように，より一層子どもひとりひとりを見つめた教
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育の方向へ進もうとしている。このようなときに，学習センターの形ですす
められる保育も，また意昧深い保育方法のひとつと考えられよう。
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